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プロフィール 

●講演

●コーディネーター

八木 信行 

東京大学大学院農学生命科学研究科 

国際水産学研究室 教授 

日本学術会議連携会員 

水産多面的機能発揮対策検討委員会 座長 

東京大学農学部卒業、米国ペンシルバニア大学ウォートンスクール経営学修士（MBA）課程修

了。東京大学博士（農学）取得。1987 年農水省入省、水産庁等に勤務。2008 年東京大学大学

院特任准教授、2011 年東京大学大学院准教授、2017 年より現職。研究分野は地域開発学、農

林水産業のイノベーションなど。国連食糧農業機関（FAO）世界農業遺産（GIAHS）プログラ

ムの科学アドバイザリー会合委員（2019−2023 年）なども務める。2019 年カンボジア王国友

好勲章（Royal Order of Sahametrei）受賞。著書に「水産改革と魚食の未来」など。 

鹿熊 信一郎 

佐賀大学海洋エネルギー研究センター 特任教授 

水産多面的機能発揮対策検討委員会委員 

東京水産大学（現東京海洋大学）卒業後、沖縄県の水産関係の行政、普及、研究に携わり、

沖縄県海洋深層水研究所所長を経て 2019 年から現職。学術博士。専門は水産資源管理、サン

ゴ礁保全など。研究フィールドは沖縄とアジア太平洋島嶼国。これまでに、フィジー、フィ

リピンを中心に、15 カ国の村落主体沿岸資源管理を調べてきた。著書に「日本および海外に

おける里海の広がりと課題：地域の人が密接に関わるアジア型環境保全・資源管理」、「里海

学のすすめ 人と海との新たな関わり」（共著）など。 

1



 

 

●コメンテーター 

 

 

 

  

桐生 透 

元 山梨県水産技術センター 

水産多面的機能発揮対策検討委員会委員 

長野県内水面漁場管理委員会委員 

 

山梨県で水産行政及び試験研究に携わる。主に

河川や湖沼の環境保全及びカワウ、外来魚対策

に関する試験研究等に携わる。 

桑原 久実 
国立研究開発法人 水産研究・教育機構 

水産技術研究所 企画調整部門 研究主幹 

水産多面的機能発揮対策検討委員会委員 

 

水産工学研究所等を経て現職。研究テーマは藻

場・干潟造成を中心とした水産工学、海岸工学。

著書に「藻場を見守り育てる知恵と技術」（共

著）など。 

崎長 威志 

広島県内水面漁業協同組合連合会 参与 

水産多面的機能発揮対策検討委員会委員 

 

広島県庁で水産振興行政に携わった後、平成 16

年から広島県内水面漁連において、内水面の河

川環境の再生対策等の推進に携わる。 

玉置 泰司 

（一社）日本定置漁業協会 専務理事 

水産多面的機能発揮対策検討委員会委員 

 

元中央水産研究所センター長。研究テーマは定

置網漁業、水産経済学、多面的機能評価など。著

書に「頑張っています定置漁村」（共著）など。 

 

藤田 大介 

東京海洋大学大学院 准教授 

水産多面的機能発揮対策検討委員会委員 

 

富山県水産試験場勤務を経て現職。研究テーマ

は海藻生態学、磯焼け対策、磯根資源、海洋深

層水など。著書に「海の森図録」、「藻場を見守

り育てる知恵と技術」（共著）など。 

2



講 演 





余白

余白

余白

余白

5



余白

余白

余白

余白

6



余白

余白

余白

余白

7



余白

余白

余白

余白

8



余白

余白

余白

余白

9



余白

余白

余白

余白

10



余白

余白

余白

余白

11



余白

余白

余白

余白

12



余白

余白

余白

余白

13



余白

余白

余白

余白

14



余白

余白

余白

余白

15



余白

余白

16



活動報告 





余白

余白

余白

余白

19



余白

余白

余白

余白

20



余白

余白

余白

余白

21



余白

余白

22



余白

余白

余白

余白

23



余白

余白

余白

余白

24



余白

余白

余白

余白

25



余白

余白

余白

余白

26



余白

27





余白

余白

余白

余白

29



余白

余白

余白

余白

30



余白

余白

余白

31





余白

余白

余白

余白

33



余白

余白

余白

余白

34



余白

余白

余白

余白

35



余白

余白

余白

36



余白

余白

余白

余白

37



余白

余白

余白

余白

38



余白

余白

余白

余白

39



余白

余白

余白

余白

40



余白

余白

余白

余白

41



余白

余白

余白

余白

42



余白

余白

余白

余白

43



余白

44



余白

余白

余白

余白

45



余白

余白

余白

余白

46



余白

余白

余白

余白

47



余白

余白

余白

余白

48



余白

余白

余白

余白

49



余白

余白

余白

余白

50



余白

余白

余白

余白

51



余白

余白

余白

余白

52



余白

余白

余白

余白

53



余白

余白

余白

余白

54



余白

余白

余白

余白

55



余白

余白

余白

余白

56



余白

57





ポスター 





磯焼けの状況 

61



岩盤清掃の様子 

ホンダワラ間引きの様子

岩おこしの様子 

海女体験の様子 

梶浦の地先名称（漁場マップ） 

藻場の様子 

ウニ剥き
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日和佐地区のアワビ漁獲量（ton）

アワビ漁獲量減少
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H22

H29

濃生 密生 疎生 点生

アラメ・カジメ場面積（ha）

25.9ha

24.2ha

全てが点生となる

 

 
漁業者 
・ 

漁 協 

県・町 

活動組織 

サポート 

 

ダイビング 

業者 

研究機関 

（県等） 

 ②　ワカメロープの設置（ワカメ種苗の投入）

藻食性魚類が少ない時期に繁茂するワカメの種苗を投入し、春藻場の形成を促進する。

 ③　モニタリング

活動区域に定点を設け、大型海藻の被度を定量・定期的にモニタリングし、活動の効果を検

証し、次年度の活動計画に反映する。

 ①　母藻の設置

アラメ・カジメ類の衰退によって種の供給量が減少していることから、人為的に母藻を投入し、

種の供給不足を解消し、藻場の回復を図る。
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活動組織 

漁業者 
ダイビング 

業者 

 大  学 県・市 
サポート 

専門家 

サポート 

漁 協 

 ②　ウニフェンスの設置（保護区の設定）

ガンガゼなどのウニ類の除去区域に保護区を設定し、その侵入を防止する施設「ウニフェン

ス」を設置し、ホンダワラ類やワカメの繁茂を促す。

 ③　地先海域の魅力と藻場保全に係る啓発

地元の子どもたちや市内の子どもたちを対象に、地先海域の自然や漁業の魅力を伝え、藻場

保全への理解を促し、郷土の自然を愛し・守る心を育成する。

 ①　ウニ類の除去

近年、増加傾向にあるガンガゼ、またムラサキウニやナガウニなどを除去し、春藻場を構成す

るホンダワラ類やワカメの生育を促進させる。
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H01 H25

長崎県の藻場面積（ha）

13,355

8,161

うち四季藻場

2,575

多年生のアラメ等で周年形成され

る四季藻場が特に減少！！
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大型海藻 小型海藻

香焼町地先の平均海藻被度（％）

H26活動開始
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伊王島町地先の平均海藻被度（％）

H30活動開始
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活動組織 

漁業者 
御所浦 

地区振興会 

 
研究機関 

（市等） 
県・市 小学校 

サポート 

漁 協 

 ②　環境学習（小学校との協働）

アマモの移植・播種活動を、小学生児童と一緒に実施し、アマモ場の保全への理解と、天草の

海を大切にする郷土愛を育む。

 ①　アマモの移植・播種

アマモの移植・播種を行い、現存するアマモ場の維持・拡大を図る。
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漁協 漁業者 

県・市 

活動組織 

サポート 

 
研究機関 

（県） 

 ②　保護区の設定（ウニハードルの設置）

再生エリアの4箇所のうち、かつて広範に藻場が形成されていた箇所に、ウニ類の侵入防止施

設（ウニハードル）を設置し、海藻類の繁茂を促す。

 ③　母藻の設置

大型海藻類の種の供給量が磯焼けで不足している。そこで、現存するホンダワラ類を対象に母

藻の設置を上記の保護区で行い、藻場の回復を促す。

 ①　ウニ類の除去

藻場の再生エリア4箇所において、生息密度の高いウニ類を除去し、小型海藻類や大型海藻

類の繁茂を促す。
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木更津市のアサリ漁獲量（ton）

資料：木更津市第2次水産振興計画

 

 
漁業者 
・ 

漁 協 

県 

活動組織 

サポート 

 

地域住民 

市 
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≧27㎜

11～27㎜

3.8～11㎜

アサリ平均密度（個/ｍ2）

スズガモ被害

台風による大雨，

豪雨被害

モニタリング地点におけるアサリ生息密度の推移 

 ツメタガイ除去  囲い網の設置  海底耕耘 

 モニタリング調査 

 流木等のゴミが絡まる囲い網 

 モニタリング調査  モニタリング調査 
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研究機関 

（県） 
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約20年前にアサリが激減し、その後低迷
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H30 R01 R02

対照区 平均密度（個/m2）ケアシェルなどを入れた網袋を干潟に設

置し、着底する天然稚貝を効率良く確保

し、集めた稚貝を被覆網に移植する。

干潟に被覆網を設置し、網袋で確保した

稚貝や、被覆網内に自然に着底する稚貝

を食害から守り、育てる。

被覆網・網袋の点検・交換　　育成したアサリの間引き　網内の底質改善　ツメタ･アカニシ除去等

アサリ資源の回復・維持による潮干狩りの復活

被覆網による保護（保護区設置）稚貝の確保

保護区等の管理
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漁業者 
・ 

漁 協 

県・市 

活動組織 

サポート 

 

地域住民 

学校･PTA 

 ②　アマモ場の維持保全

現存する不安定なアマモ場を維持保全し、安定的な藻場の再生を図り、浅場の生物生産力

を促進する。

 ③　学習会の開催

地域の小学校を対象に、地先の大村湾の環境や漁業の現状を伝え、その保全に係る興味・

関心を喚起し、その継承を促す。

 ①　干潟の二枚貝資源の回復

現存するアサリやハマグリなどの二枚貝資源を回復・維持し、干潟の生物生産力の向上を図

る。

青潮被害（魚介類斃死） アオノリ類大量繁茂 流木・ゴミ等の大量漂着 

花枝採取・カゴ詰め 

 カゴの垂下 

 カゴ回収（播種完了） 
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H29 H30 R01

アワサンゴ

大型海藻

％

 

 
漁業者 
・ 

漁 協 

県・町 

活動組織 

サポート 

 

市民ダイバー 

研究機関 

（財団等） 

○ 堆積する浮泥やゴミの除去

○ モニタリング

代表的な箇所に定線を設け、年に1回、

詳細なモニタリングを実施し、ニホンア

ワサンゴや藻場の維持保全が図られてい

るかチェックする。

定期的にニホンアワサンゴ群生地や藻場

を観察し、随時、堆積した浮泥やゴミを

除去し、それらの維持保全を図る。
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2014年 9月 2019年 9月 

  

  

アレチウリの繁茂 

アレチウリは大きく減少 
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京北地域人口 高齢化率
人 ％

 

市民 

団体 

自治体 

地域 

住民 

研究者 

漁業者 

企 業 

活動組織 

サポート 

○ 上桂川の環境や生物の保全

・ダム湖を通じて再生産する陸封アユが、最近散見される。

　その実態と新たな資源としての可能性を検討する。

・魚の移動を可能にする簡易魚道の設置や、産卵床・育成床

　を造成し、アユや在来魚の保全に努める。

○ 子どもの自然環境やその保全への興味喚起

上桂川流域や都市部の子どもや保護者を対象に、自然啓発イ

ベントを開催し、山や川の環境、またその保全への興味喚起

や理解増進を図る。また、当取組と上記の保全活動を通じて

地域の活性化を図る。
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沈み石化の進行 河床平坦化・草本拡大 外来の水草増加 

 

地域の 

婦人会 
漁業者 

自治体 
・ 

漁連等 

活動組織 

サポート 

学 校 

○ 岸田川の環境の保全

○ 河川環境やその保全に関する啓発

川離れにある子どもたちやその親世代に

岸田川の魅力を伝え、その保全への理解

を増進する。

拡大傾向にある外来の水草や河道内のゴ

ミを、子どもたちと一緒に除去し、河川

環境の保全とその継承を促す。
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 活動組織 

サポート 

地域住民 
 

(消防団) 
県･市 

漁業者 
・ 
漁協 

企 業 

 ②　ウナギ資源の保全

赤野川における下りウナギ（産卵のため、海へ下るウナギ）の生息状況の確認、及び下りウナ

ギの餌場・休息場を確保するために石倉を短期的に設置し、ウナギ資源の保全を図る。

 ①　ヨシ帯の管理

ヨシ帯やその他草本群落によって陸地化が進行する場所で、ヨシ等の刈り取りを行い、その拡

大を抑制する。また、ヨシ帯を刈り取ることで、立ち枯れのない健全なヨシ群落の維持を図る。
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ヨシ群落平均被度階級（％）
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ウナギ採捕尾数（尾/基）

ヨシ帯繁茂による陸地化 河口出口の閉塞 
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漁業者 老人
ホーム

行政

非構成員

福祉
事業所
×4

畜産
事業者
等

飲食
事業者

地方
農政局
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漁協漁業者

行政

非構成員

リーダー等

地元
小学校

サポート
専門家

大学生

2021 年春 2017 年春 

 

 

ウニの生息密度の

低下により除去数

が減少 9 回目から活動

エリアを変更 
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サンゴ被度の推移

活動組織 構成員

漁協漁業者 村役場

観光
協会
等

観光
業者

民間
業者

研究機関
(大学、
大学院等）

サンゴの村宣言

非構成員

リーダー等
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活動組織 構成員

リーダー等

漁協

小学校

行政

非構成員

NPO 自治会

飲食業
組合

地元
企業

漁業者
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調べる

伝える 実践する

水質調査

生態系モニタリング

ゴミ調査

市民参加型ハマグリ稚貝調査

ヨシの刈取り

一斉清掃環境教育（ガサガサ教室等）

ハマグリ貝アート展

一般参加型石倉カゴ調査
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令和 3 年度 水産多面的機能発揮対策支援委託事業（水産庁） 


	講演
	アルバム

	
	アルバム
	
	アルバム

	
	アルバム

	
	アルバム

	
	アルバム

	
	アルバム


	
	01ポスター_美国
	18ポスター_梶
	36ポスター_日和佐地区
	42ポスター_西彼南部地区
	43ポスター_御所浦地区
	45ポスター_南浦地区
	12ポスター_江川
	35ポスター_通津地区
	42ポスター_津水湾地区
	35ポスター_東和地区
	20ポスター_飯伊
	26ポスター_上桂川地区
	28ポスター_岸田川地区
	39ポスター_赤野川地区
	ポスター_鎌倉（藻場）
	ポスター_外海（藻場）
	ポスター_恩納村（サンゴ）
	ポスター_益田川（内水面等）




